第3章 ソフトウェアのインストール




    この章では、Oracle VDI
    のインストールと構成、Oracle VM VirtualBox (VirtualBox)
    のインストール、そしてインストールのテストを行います。
  

    Oracle VDI のインストール
  

    root
    ユーザーでホストにログインします。作業用ディレクトリを、Oracle VDI
    ソフトウェアアーカイブが含まれるディレクトリに変更します。次のように、Oracle VDI
    ソフトウェアアーカイブを解凍し、vda‑install
    コマンドを使用してそのソフトウェアをインストールします。
  
	
        Oracle Solaris ホスト上で:
      
# unzip vda_<version>_solaris_amd64.zip
# cd vda_<version>_solaris_amd64
# ./vda-install


	
        Oracle Linux ホスト上で:
      
# unzip vda_<version>_linux.zip
# cd vda_<version>_linux
# ./vda-install





    インストールの最後に、Oracle VDI
    を構成するように要求されます。Return
    キーを押して構成を開始します。構成タイプの一覧が表示されます。
  
1 New Oracle VDI Center
2 Join Oracle VDI Center
                
Select (1/2):

    「1」(新しい Oracle VDI Center
    の場合) と入力して、Return
    キーを押します。構成設定のリストが表示されます。
  
Review the settings for a new Oracle VDI Center:
   Name: VDI Center
   Administrator Password: ********
   DNS name of this host: vdi.example.com
   Maximum number of sessions on this host: 100
   User ID range start: 150000
   Database: Embedded Oracle VDI

Do you want to create the Oracle VDI Center now? Enter 'c' to customize the settings. ([y]/c):

    通常は、デフォルト設定を受け入れてかまいません。確認すべきもっとも重要なことは、示されている
    DNS 名が完全修飾 DNS
    名であることです。デフォルトを受け入れて
    Oracle VDI Center を作成するには、Return
    キーを押します。それ以外の場合は、「c」と入力し、Return
    キーを押して構成設定を変更します。数分後にインストールが完了します。
  

    VirtualBox のインストール
  

    次に、VirtualBox
    をインストールする必要があります。必要なものはすべて、抽出された
    Oracle VDI
    ソフトウェアアーカイブに含まれています。
  

    次のように、VirtualBox
    ソフトウェアアーカイブを解凍し、作業用ディレクトリを抽出されたディレクトリに変更し、vb‑install
    スクリプトを使用してそのソフトウェアをインストールします。
  
# unzip vbox_<version>.zip
# cd vbox_<version>
# ./vb-install


    VirtualBox は、Base Pack と Extension Pack の 2
    つのコンポーネントで構成されています。VirtualBox
    ソフトウェアアーカイブには、Extension Pack
    のみが含まれています。ただし、vb‑install
    スクリプトによって、VirtualBox の Base Pack
    がダウンロードされ、Base Pack と Extension Pack
    の両方がインストールされます。Base Pack
    のダウンロードに失敗した場合は、http://download.virtualbox.org/virtualbox
    から手動でダウンロードする必要があります。必ず、そのリリースの
    Oracle VDI
    にバンドルされているサポート対象のリリースをダウンロードしてください。Base
    Pack を vb‑install
    スクリプトと同じフォルダにコピーしてから、そのスクリプトを再度実行します。
  

    vb‑install
    スクリプトによって、ユーザー名、パスワード、および
    SSL
    接続に使用するポート番号を入力するよう求められます。デフォルトでは、root
    ユーザーとポート 443 を使用します。root
    をユーザーとして使用するのが最善の方法です。別のプロセスでポート
    443
    を使用している場合は、vb‑install
    スクリプトによって使用可能な別のポートが推奨されます。このホストに
    Oracle Secure Global Desktop
    ソフトウェアもインストールする予定の場合は、異なるポートを選択します。数分後にインストールが完了します。
  

    Oracle VDI Web 管理ツールへのログイン
  

    次に、Oracle VDI の Web 管理ツールである
    Oracle VDI Manager
    にログインします。ブラウザを使用して、https://<host-name>:1801
    に移動します。ブラウザにセキュリティー警告が表示されて、セキュリティー証明書を受け入れるように求められます。セキュリティー証明書を受け入れます。図 3.1
    に示すように、ログインページが表示されます。
  
図3.1 Oracle VDI Manager のログインページ
[image: このイメージは Oracle VDI Manager のログインページを示しています。]



    ユーザー名に root を使用し、root
    のパスワードを使用してログインします。図 3.2
    に示すように、Oracle VDI Manager
    にログインし、「ユーザー」ページが表示されます。
  
図3.2 「ユーザー」ページ
[image: このイメージはログイン後の Oracle VDI Manager を示し、「会社なし」というメッセージを示しています。]



    「会社なし」というメッセージが表示されるのは、ユーザーディレクトリをまだ構成していないからです。「4章ユーザーディレクトリへの接続」では、この方法について説明します。
  

7.2. プールへのテンプレートのインポート




      次に、テンプレートを使用してデスクトップをクローニングできるように、それをプールに追加する必要があります。
    

      「会社のプール」テーブルで、「名前」列にあるプール名をクリックします。「サマリー」タブが表示されます。「テンプレート」タブをクリックします。図 7.7
      に示すように、「プールテンプレート」ページが表示されます
    
図7.7 「テンプレート」タブ
[image: このイメージはプールの「テンプレート」タブを示しています。「テンプレート」テーブルにはテンプレートが表示されていません。]



      「テンプレート」テーブルで、「テンプレートのインポート」ボタンをクリックします。「テンプレートのインポート」ウィンドウが表示されます。「フォルダ」タブでは、このホストの
      /var/tmp
      フォルダから、あるいはこのホストまたは別のホストのどちらかの
      NFS
      共有からテンプレートをインポートできます。「ハイパーバイザ」タブでは、このホストまたは別のホストの
      VirtualBox
      インストールから直接テンプレートをインポートできます。
    

      仮想マシンの設定ファイルおよびディスクイメージを
      /var/tmp
      フォルダにコピーした場合は、「フォルダの選択」ボタンをクリックし、自動的に読み込まれない場合は、その設定ファイルおよびディスクイメージをドロップダウンリストから選択します。「インポートが成功したら、元のデスクトップを削除します」オプションが選択されていないことを確認します。図 7.8
      に例を示します。
    
図7.8 フォルダからのテンプレートのインポート
[image: このイメージは「テンプレートのインポート」ウィンドウの「フォルダ」タブを示しています。/var/tmp フォルダが選択され、テンプレートの VirtualBox 設定ファイルおよび仮想ディスクが選択されています。]



      第6章
      の手順に従って既存の仮想マシンを VirtualBox
      にインポートしたか、VirtualBox
      で新規テンプレートを作成した場合は、「ハイパーバイザ」タブをクリックします。このホストのデスクトップのリストからそのテンプレートを選択し、「インポートが成功したら、元のデスクトップを削除します」オプションが選択されていないことを確認します。図 7.9
      に、例を示します。
    
図7.9 ハイパーバイザからのテンプレートのインポート
[image: このイメージは「テンプレートのインポート」ウィンドウの「ハイパーバイザ」タブを示しています。VirtualBox で以前に作成した新規テンプレートが選択されています。]


ヒント

        テンプレートではなく個々のデスクトップをプールにインポートする場合、手順は事実上同じですが、「デスクトップ」タブの手順を実行します。
      


      「了解」をクリックして、テンプレートのインポートを開始します。「テンプレートのインポート」ウィンドウが閉じて、図 7.10
      に示すように、テンプレートがインポート中であることを示すメッセージが「テンプレート」タブに表示されます。
    
図7.10 「テンプレート」タブでインポート中のテンプレート
[image: このイメージは「テンプレート」タブを示しています。テンプレートがインポート中であることを示すメッセージが表示されています。]



      Oracle VDI
      で実行する操作の多くによって、バックグラウンドで実行されるジョブが発生します。それらのジョブが進行している間、他の操作を実行し続けることができます。テンプレートのインポートは、ジョブを発生させる操作の
      1 つです。Oracle VDI Manager
      の右上隅で、「実行中ジョブ」を選択します。図 7.11
      に示すように、「ジョブのサマリー」ウィンドウが表示されます。
    
図7.11 「ジョブのサマリー」ウィンドウ
[image: このイメージは、テンプレートをインポートするためのジョブを含む「ジョブのサマリー」ウィンドウを示しています。ジョブの完了までどれくらい近いかを示す進行状況バーがあります。]



      「ジョブのサマリー」ウィンドウには、各ジョブの進捗とステータスに関する詳細情報が表示されます。ジョブが取り消されることもあります。「ジョブのサマリー」ウィンドウを閉じます。
    

      テンプレートのインポートジョブが完了すると、「テンプレート」タブの「テンプレート」テーブルにテンプレートが一覧表示されます。「名前」列のテンプレート名の横にある矢印をクリックすると、図 7.12
      に示すように、そのテンプレートのリビジョン 1
      が自動的に作成され、そのリビジョンがマスターリビジョンとしてマークされていることに気付きます。
    
図7.12 テンプレートとリビジョン
[image: このイメージは、「テンプレート」タブおよび新たにインポートされたテンプレートとそのリビジョンを示しています。]



      クローニングを使用するときに、そのリビジョンからデスクトップが作成されます。リビジョンは、仮想マシンの正確な状態を記録するセーブポイントにすぎません。テンプレートの変更は、新規ソフトウェアをインストールしたり、それが期待どおりに機能することをテストしたりするときなど、いつでも行うことができます。変更内容に満足できたら、新しいリビジョンを作成し、(「テンプレート」タブのボタンを使って)
      それをマスターとしてマークして、新規デスクトップのクローニングに新しいリビジョンが使用されるようにします。あとでそのリビジョンに関する問題が見つかった場合は、以前のリビジョンをマスターとしてマークすることで、以前のリビジョンに簡単に戻すことができます。
    

      また、Oracle VDI Manager
      内部からテンプレートに変更を加えることもできます。これを行うには、テンプレート
      (リビジョンではなく)
      を選択して、「コンソールを開く」ボタンをクリックします。「コンソール」ページが表示され、ここから
      Oracle VM VirtualBox
      マネージャーで行なったのとほぼ同じように仮想マシンを起動、停止、およびそれに接続することができます。
    
図7.13 テンプレートの「コンソール」
[image: このイメージはテンプレートの「コンソール」ウィンドウを示しています。仮想マシンは動作していませんが、それを停止および起動するボタンと、その他の操作を実行するためのボタンがあります。]



はじめに




    『Oracle Virtual Desktop Infrastructure 入門ガイド』は Oracle Virtual Desktop Infrastructure (VDI)
    の開始方法を説明するもので、この製品をはじめて使用する管理者を対象にしています。
  

    ドキュメントのアクセシビリティー
  

    Oracle
    のアクセシビリティーへの取り組みについては、Oracle
    Accessibility Program の Web サイト
    http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc
    にアクセスしてください。
  

    Oracle サポートへのアクセス
  

    Oracle のお客様は、My Oracle
    Support
    にアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細については、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info
    を参照するか、耳が不自由な方は
    http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs
    を参照してください。
  

    関連ドキュメント
  

    この製品および関連製品のドキュメントは、次の場所で入手できます:
  
	
        Oracle Virtual Desktop Infrastructure: http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/virtualdesktop/docs/index.html。
      

	
        Oracle VM VirtualBox: http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/virtualbox/documentation/index.html。
      

	
        Sun Ray Software およびハードウェア製品:
        http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/sunrayproducts/docs/index.html。
      

	
        Oracle Secure Global Desktop: http://www.oracle.com/technetwork/server-storage/securedesktop/docs/index.html。
      




    表記規則
  

    このドキュメントでは次の表記規則を使用します:
  
	
              表記規則
            
	
              意味
            

	
              太字
            
	
              太字は、操作に関連するグラフィカルユーザーインタフェース要素、または本文中や用語集に定義されている用語を示します。
            

	
              イタリック
            
	
              イタリックは、本のタイトルや、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
            

	
              モノスペース
            
	
              モノスペースは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
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